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 [Overview and purpose of the course]
　京都は豊かな森林・水などの自然に支えられ、その資源を利用することによって古より発展を遂
げきた。多くの文明が環境破壊と生態系サービスの劣化によって失われた事実とは対照的に、京都
周辺には現在でも多くの森林や渓流が残り、京都の文化を支えている。
　本科目では、京都市の里山や芦生の原生的な森林などで、森林と人間の関係を科学的に捉える研
究手法を実習を通して学び、森林の利用に関する地域の歴史や人々の智恵を、猟師などの地域の多
様な人と接するなかから学ぶ。そして、森林と人間社会との新しい関係を考える。

 [Course objectives]
京都における森林の歴史や現在の状況を学習し、森林をめぐる環境問題に対し、実習を通じて科学
的な知識や研究手法を習得する。加えて、地域の人々や活動を体験し、人間社会と森林の関係につ
いて考察し、多面的な視野から対応策を考えられるようになる。

 [Course schedule and contents)]
前期集中
事前講義を9月1日(月)　に開催します。
実習（芦生研究林に宿泊）は2025年9月10日（水）-12日（金）の2泊3日です。この日程で参加でき
る場合だけ履修登録してください。

連絡はメールを用いて行うので、必ずKULASISに登録しているメールを確認すること。

　森林と人間の関わりに関する歴史的知見ならびに森林生態系に関する生態学的知識について学習
する。
　その後、京都大学が有する、里山として利用されてきた上賀茂試験地、原生的な森林である芦生
研究林にて実習を行う。

　森林と人間社会の関係について、植生（石原）や歴史・生活（坂野上）といった異なる側面から、
調査、データ解析、発表を行い、科学的な研究の流れを理解する。

　さらに猟師や林業家など森林と関わる仕事をしている学外の講師の話を聞き、人工林やかやぶき
の里を見学し、森林がどのように管理され、人々がどのように森林とともに生きてきたかを学ぶ。
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１日目　上賀茂試験地：京都市の里山
　　ガイダンス
　　森林と人間の関係について講義　
　　上賀茂試験地の見学
　　芦生研究林へ移動・夕食
　　森と人との関わりについて猟師などの外部講師

２日目　　芦生研究林の自然と調査
　　午前　樹木種の識別実習、原生的森林の観察
　　午後　調査体験
　　　班ごとのデータ解析、まとめ、ディスカッション
　　　各班の発表、ディスカッション
　　 夕食

３日目　　
　　かやぶきの里、木材市場などの見学
　　北白川試験地の見学
　　解散

 [Course requirements]
前期開講の、森里海連環学系科目　森里海連環学IおよびII　を受講しておくことが望ましい。

全日程を参加できること。

 [Evaluation methods and policy]
実習中の発言、調査結果の発表とレポート作成。詳細は授業中に説明する。

 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
森林立地学会編 『森のバランス』（東海大学出版会）
石原正恵・赤石大輔・徳地直子　編 『「大学の森」が見た森と里の再生学  京都芦生・美山での挑
戦』（京都大学学術出版会）
中静透・菊沢喜八郎　編 『森林の変化と人類』（共立出版）
高槻成紀 『シカ問題を考える』（山と渓谷社）
京都伝統文化の森推進協議会 『京都の森と文化』（ナカニシヤ出版）

  （Related URL）
 https://fserc.kyoto-u.ac.jp/wp/ashiu/(芦生研究林)

 [Study outside of class (preparation and review)]
　事前に芦生研究林・上賀茂試験地・北白川試験地についてフィールドセンターのHPを確認するこ
と。
　実習前に課題を出し、実習時に提出してもらう。
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 [Other information (office hours, etc.)]
学生教育研究災害傷害保険および学研災付帯賠償責任保険（付帯賠責）に必ず加入しておくこと。
実習は芦生研究林および上賀茂試験地・北白川試験地で行います。
実習中の宿泊費・食費については実費（合計5000円程度）を徴収します。
初日の上賀茂試験地までの旅費は自己負担。
開催時期により、前期の成績発表の時期に間に合わない可能性があります。

 [Essential courses]


